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る

最

弘

有

効

な

る

機

関

な

ιリ
と
一
五
ふ
所
説
仁
濁

し
て
拡
、
硲
変
の
根
捺
あ
る
を
認
む
。

多
〈
の
欧
州
仁
於
て
職
工
組
合
は
他
の
翁
し
能
は
も
d

る

失
業
惑
血
ハ
金
の
一
取
扱
仁
常
る
。
蒸
し
組
合
に
於
て
は
、
各
組
合
一
身
上
の
事
情
拡
直
仁
組
合

役
員
並
に
組
合
員
の
知
悉
す
る
所
と
潟
る
の
み
な
ら
歩
、
組
合
は
多
〈
の
目
的
に
供
用
せ
ら

る
t
h

資
金
を
単
一
掬
に
保
管
す
る
結
果
、
失
業
者
が
職
業
を
得
れ
ば
J

胞
に
之
を
失
業
者
名
簿
上

2

り
制
削
除
し
、
叉
失
業
者
が
就
業
し
北
る
乙
よ
し
を
知
る
に
遺
漏
な
き
を
期
す
可
し
。

随
て
或
る

組
合
に
於
て
は
職
業
を
見
出
し
た
る
者
仁
は
、
賞
金
を
胤
ハ
ヘ
、
職
業
あ
れ
る
に
之
仁
就
か
ぎ
2

り

叉
組
合
の
組
織
法
絡
完
全
な
ら
ん
か
、
使
館
者
は
自
己
の
使
館
せ

し

者

仁

は

罰

金

Jr
課
す
。

ん
1
」
ず
る
職
工
に
就
て
、
組
一
一
合
に
求
め
来
る
可
き
な
'
り
。
(
知
名
G
吋
?
ぐ
O

一-H
・]V
・A
・2
・)

焼
く
職
工
組
合
性
著
し
く
笹
山
連
し
北
る
が
、
一
方
に
職
工
組
合
は
他
の
枇
舎
に
劃
し
て
、
脇
工

の
閤
絡
を
標
移
し
文
る
唱
の
に
外
な
ら
も
C

る
を
以
て
、
従
来
の
家
長
的
関
係
を
打
破
し
て
、
現
金

関
係
を
安
現
せ
し
な
る
に
至
る
の
み
な
ら
や
ノ
一
方
に
使
傭
者
の
国
結
を
求
闘
な
ら
し
め
、
文

b
、

思
ふ
に
伎
傭
者
の
函
結
一
花
る
議
院
並
に
職
工
組
合
が
之
に
種
々
.
の
束
縛
義
務
を
負
は
し
む
る

... 
s 

斜
め
に
、
之
に
精
一
抗
す
る
の
必
要
よ
ち
、
識
は
物
債
を
低
港
せ
し
め
て
、
市
場
を
披
張
ず
る
の
必
要

写
-
s

よ
1

り
生

b
・1r
る
唱
の
な
る
可
し
と
雌
号
、
実
結
果
仁
至
て
は
、
労
働
者
ー
を
節
約
す
る
の
鮪
に
於
て
、

救
品
民
法
調
査
委
員
曾
級
品
山
口
と
一
失
業
問
題

-ヒ
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救
貧
法
調
夜
委
員
曾
設
以
?
と
失
業
問
題

失

業

問

題
.1ζ

一
関
係
一
ず
る
所
深
き
も
の
あ
，
る
は
論
を
俣
犬
、
c
る
私
が
。

T

J

符

ほ

失

業

問

題

の

見

地

よ
F

り
、
今
日
の
産
業
枇
舎
に
於
て
註
自
を
値
す
ふ
ぱ
~
工
坊
絵
と
数
百

λ 

と

の

ニ

鮎

な
z
り。

是
仏
叫
す
ニ
賂
仁
関
し
て
、
多
数
委
員
の
説
く
所
左
の
如
し
。

工
場
徐
に
於
け
る
各
種
制
限
の
目
的
除
問
例
年
者
誠
仁
弱
者
の
滋
野
叉
以
有
害
な
る
紋
況
じ

依
て
健
康
に
傷
害
占
γ
蒙
る
を
保
護
す
る
の
一
事
に
存
す
と
雌
号
、
是
等
の
制
限
セ
る
婦
人
示

成
年
表
並
仁
児
童
仁
趨
用
せ
ら
る
弘
之
共
民
成
年
・
・
者
の
献
労
働
に
毛
亦
趨
用
せ
ら
る
。

雨

し

て
近
年
是
等
航
労
働
者
の
使
館
者
以
使
館
者
責
任
弘
、
職
工
賠
償
訟
の
束
縛
を
蒙

b
、
隣
て
千
八

百
三
十
問
年
宙
滞
夢
怨
せ
ら
れ
や
ド
る
よ
λ
ツ
号
、
今
日
使
傭
者
の
議
す
可
舟
己
責
任
は
章
一
き
を
加

ふ
る
下
室
れ
よ
リ
。
(
知
名
0
3
・
〈
O

Y

H

勺
・
色
ご

普
吋
池
教
育
が
労
働
者
b
た
し
て
有
効
多
方
而
の
生
産
器
具
、
食
ら
し
め
大
る
効
果
仁
就
〈
は
疑

な
し
と
雌
落
、
此
一
外
に
数
育
は
人
の
希
盟
を
大
仁
し
、
野
v
ゆ
を
感
仁
し
、
彼
等
を
し
て
自
己
の
尖

組
が
生
活
し
党
る
と
阿
一
の
欽
況
仁
於
て
生
活
す
お
を
似
て
、
溺
足
せ
し
む
る
能
は
み
少
、
知
識

を
得
る
仁
随
て
、
如
何
な
る
放
況
の
下
に
於
て
自
己
の
生
活
し
つ

h

あ
る
や
を
知
る
。

祖

父

似
失
業
仁
際
し
て
、
業
結
果
を
知
る
仁
止
ま
れ
り
と
縦
昔
、
孫
は
な
い
附
仲
間
を
知
1

り
、
滋
ん
で
救
掛

策
を
講
件
一
ん
と
す
。

不

満

足

の

多

を

に

至

る

宅

亦

偶

然

な

ち

ホ

J
A
m
a
0
2
・ぐ
O

一-
H

・勺・士
ω')

以

上

各

種

の

度

目
4

ど
拠
へ
、
千
八
百
三
十
凶
年
の
救
貧
悲
調
査
委
員
合
報
告
義
表
以
来
英
断

産
業
社
舎
に
於
け
る
延
歩
の
欽
況
を
述
ぺ
大
よ
り
。

農
業
の
一
部
を
除
き
、
此
期
問
機
械
の
後
明

路
用
い
L

於
て
「
賃
銀
の
山
口
問
に
於
て
、
購
買
カ
に
於
て
、
延
歩
し
文
る
の
み
な
ら
歩
、
傍
働
者
間
仁
於
け

る
組
織
、
相
互
の
扶
助
、
法
律
上
の
保
護
、
教
育
の
護
法
、
理
想
の
向
上
に
於
て
、
共
仁
見
る
可
き
も
の

少
な
し
と
せ
ヂ
口

一
期
る
多
方
面
の
准
歩
援
惑
を
怒
げ
セ
る
以
上
は
、
健
会
者
が
無
職
の
結
果
窮

乏
に
陥
る
が
'
加
を
事
変
は
決
し
て
義
生
せ
も
C

る
可
き
道
却
に
し
て
、
現
に
千
八
百
一
一
一
十
四
年
の

一
事
を
扱
へ
「
此
紡
の
み
よ

b
一
五
ふ
宅

救
貧
件
前
委
員
舎
の

委
員
の
如
き
は
、
車
仁
鋪
道
建
設
の

泣
か
〉
り
ヤ
ノ
総
て
の
無
職
川
労
働
者
が
職
業
仁
就
く
乙
之
を
議
恕
し
符
ぺ
し
L

と

断

言

し

文

る

ど

i
し

あ

然
も
事
貨
は
ザ
，
小
学
仁
し
〈
斯
く
街
卑
な
る
を
得
・
チ
。

凶

よ

ら

最

近

八

十

年

間

仁

於

て

健

全

者

の

救

貧

絡

の

下

仁

於

け

る

受

救

者

な

る

数

は

次

第

に

減

少

し

、

千

八

百

三

十

悶

年

の

委

員
合
が
最
古
憂
慮
し
乾
る
弊
窓
口
は
地
方
に
於
て
奨
跡
を
絶
つ
去
得
、
サ
h
b
l
L
総
名
、
一
方
仁
人
口

H 

会

鰹

仁

濁

す

る

受

救

者

の

誠

少

は

地

方

仁

於

け

る

よ

-b
宅
、
都
合
に
於
て
品
失
調
合
少
な

L
。

し
て
諸
積
の
進
歩
一
改
良
の
行
は
れ
大
る
は
都
合
な
る
に
、
業
都
命
日
吃
於
て
受
救
者
減
少
の
割
令 而

'
救
貧
訟
郁
容
委
員
官
報
告
と
失
業
問
題

九

、

画観霊場、盟国

曹、
i

b

h

一‘降、、
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一
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少
な
し
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
剣
蹴
を
下
す
を
得
ぺ
き
か
。
例
ん
子
山
町
倫
敦
に
於
て
は
、
千
八
百
九

十
五
年
と
千
九
百
五
年
と
を
比
較
し
、
受
救
者
は
千
人
に
付
き
二
、
六
の
割
合

hF以
ぐ

増

加

し

北

t
h
J
J
-

。
千
八
百
一
二
十
凶
年
に
は
救
貧
法
以
外
に
健
全
者
を
救
助
す
る
何
等
機
関
を
存
せ
歩
、
然
も

救
交
法
は
頗
る
宮
ノ
大
に
救
助
を
輿
ヘ
文
る
仁
反
し
、
今
日
は
救
貧
法
仁
於
け
ふ
救
助
極
め
て
般

震
な
る
に
加
ふ
る
仁
、
救
貧
泌
以
外
の
機
関
に
於
て
盛
に
健
全
者
に
救
助
を
輿
ふ
る
の
事
費
を

考
ふ

J
と
き
は
、
救
貧
法
改
正
の
議
論
の
w
校
生
ず
る
も
亦
呉
と
せ
も
d

る
な
ト
り
。

控
に
於
て
か
、
多
数
委
員
は
「
五
日
人
に
し
て
今
原
因
そ
探
究
せ
ん
が
、
最
近
三
十
年
間
仁
於
け
る

一
枇
合
一
般
の
溌
廷
に
は
必
安
或
る
不
満
足
な
る
護
法
の
件
ヘ
る
亡
と
明
に
し
て
、
殊
に
大
な
る

産

業

上

の

中

必

地

就

中

倫

敦

γ
ト
於
て
立
(
齢
訴
を
見
る
可
し
」
と
断
定
し
大

A
J
O
(
H
N
4
0
3
・く
o
一日・句・怠
P
)

.榔掴哩

曹三ー・2

晶画"""

近
代
の
綬
際
社
合
仁
於
け
る
工
業
枇
労
働
者
の
特
質
如
何
。
叉
此
特
質
は
蛍
面
の
問
題
、
文
る
労

働
者
の
失
業
と
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
や
い

是
等
二
問
題
を
論
述
す
る
以
前
仁
、
我
輩
は
委

員
合
報
告
が
加
問
時
的
失
業
の
原
闘
と
し
て
一
般
に
檎
せ
ら
る

L
商
業
季
節
(
吋
円
包

o
Q
n一2)
の
現

象
に
就
て
如
何
な
る
意
見
&
述
べ
食
る
や
を
研
究
せ
ん
と
す
。

十
八
世
紀
の
後
学
年
来
一
回
め
産
業
は
必
歩
季
節
的
盤
勤
を
蒙
ん
/
¥
誠
ゐ
年
数
二
般
仁
十
年
)

の
・
仰
に
於
て
、
商
業
上
の
活
動
に
高
低
の
差
を
生
ヂ
る
も
の
な
る
乙
と
一
一
般
に
州
市
議
せ
ら
れ
、
ジ

ヱ
グ
ォ

シ
ス
、
ミ
ー
ペ
バ
ヂ
オ
フ
ト
の
諸
氏
以
何
れ
・
宅
此
迎
論
を
支
持
し
文
λ
ソ。

邸

ち

ミ

ル

拡

使

備
不
足
、
物
償
下
務
、
金
利
低
港
、
貧
問
増
加
の
一
一
一
年
間
仁
次
で
、
衣
の
三
年
間
は
商
況
依
復
し
て
、
健

会
一
な
る
城
況
に
進
み
、
次
の
四
年
間
商
業
の
活
艇
に
裁
い
て
投
機
熱
の
勃
興
破
裂
と
匁
る
乙
と

Y

ス
は

A

I

ジ
旦
ル
の
所
設
に
操
r
ヘ
十
年
四
五
を
一
期
と
し
て
太
陽
・
黒
紡

を

論

b
、

ジ

旦

グ

ォ

の
最
大
限
に
遣
す
る
乙
之
宏
枝
松
と
し
て
、
商
業
季
節
を
読
を
、
バ
ヂ
オ
ッ
ト
は
.
真
に
一
歩
を
進

め
、
商
業
の
季
節
は
一
収
穫
の
金
融
市
場
仁
及
ぼ
す
影
響
に
依
て
定
ま
る
乙
と
を
切
に
し
大
る
は
、

世

人

の

悦

に

知

る

所

な

ム

。

斯

る

所

設

拡

本

論

の

深

く

関

係

す

る

所

に

非

ヂ

。

俄

r
ト
是
等
所

設
を
圧
し
を
も
の
と
し
、
ク
一
仁
依
て
世
人
が
一
溺
業
季
節
到
来
の
時
期
を
正
確
に
珠
知
ず
る
を
得

る
と
す
れ
ば
、
使
館
者
は
・
向
ら
之
仁
備
で
叉
之
に
依
て
利
設
す
る
を
得
べ
し
と
縦
名
、
一
傍
働
者
に

至
て
は
何
等
酬
ゆ
る
も
の
あ
る
を
日
ル
ヂ
。
唯
似
労
働
者
が
之
仁
備
ふ
る
の
道
は
保
険
の
一
事
な

1

り
と
雛
港
、
&
亦
・
熟
練
日
労
働
者
の
如
き
は
、
仮
令
ぴ
職
工
組
合
仁
溺
ず
る
も
、
命
ほ
之
を
行
ふ
能
は
合

斯
る
商
業
上
の
循
環
的
季
節
に
依
て
多
数
の
紙
切
働
者
に
失
比
一
一
戒
の
苦
痛
を
守
め
し
め
、

る
可
し
。

11 

就
役
法
制
査
委
員
曾
一
報
告
と
失
業
問
題

ー
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12 

私
人
の
慈
善
叉
は
救
貧
訟
の
救
助
仁
依
頼
す
る
の
己
む
を
得
、
び
山
る
に
至
ら
し
む
る
は
、
決
し
て

事
の
宜
し
き
を
得
、
食
る
も
の
じ
非
含
る
を
以
て
、
政
府
は
葉
の
救
撚
策
之
し
て
先
年
失
業
者
絵

(
口
円
以
内
包
句
好
色
巧
O
H
r
g
g
〉
n
一
と
な
る
も
の
を
制
定
し
食
れ
と
弘
、
回
よ
I

り
之
を
以
て
根
本
ょ
ん
失
業

問

題

を

解

決

し

大
l

り
と
一
五
ふ
能
は
歩
、
此
問
題
仁
は
更
に
深
を
意
味
の
存
す
る
乙
と
を
忘
る
可

か
ら
合
る
な

bov

今
救
食
品
松
調
査
委
員
合
の
報
告
を
見
る
に
、
委
員
舎
は
各
方
面
の
陳
述
に
擦

b
叉

特

別

委

員

の
報
告
に
某
を
、
失
業
問
題
に
綜
栃
環
季
節
以
外
克
に
関
係
の
重
大
な
る
も
の
あ
る
乙
と
を
認

め
、
今
日
の
獄
態
仁
於
て
は
、
商
業
上
の
景
気
の
盛
衰
如
何
仁
拘
は
ら
歩
、
叉
傍
働
者
の
品
質
或
は

賃
銀
の
多
寡
等
仁
拘
は
、
句
、
下
、
常

rh
多
数
の
失
業
者
あ
ー
っ
て
、
職
業
の
不
足
を
訴
ヘ
、
防
て
図
民
的

生

活

の

各

方

而

仁

有

害

な

る

影

響

を

及

ぼ

す

と

と

を

論

b
文
人
ノ
日

報
告
第
一
容
第
六
部
第
〕

寸
s

章
第
十
五
節
以
下
多
数
委
員
が
此
問
題
仁
就
て
、
述
ん
か
る
所
を
窺
ふ
仁
、
委
員
が
第
一
仁
失
業
を

生
中
VJ

る
原
悶
ー
に
し
て
重
き
を
置
く
は
、
批
判
殊
技
術
の
夜
建
(
の

g
三
Y
O
{

∞一河内宮一一
N
R
一0
3
)

之
、
之
仁
作
ふ

機

械

の

使

用

と

仁

在

b
y

委
員
舎
が
符
食
る
然
口
市
仁
擦
れ
ば
、
近
代
産
業
に
於
け
る
熱
線
は
過
去
仁
於
け
る
勢
働
の
熟

部
%
臼
く

線
と
ゐ
一
然
艇
を
壁
一
仁

ιyo

成
る
者
は
臼
く
、
最
近
二
十
年
問
機
械
の

般

的

使

用

仁

加

ふ

る

に
、
其
使
用
仁
特
殊
の
性
質
を
帯
ば
来
れ
る
潟
め
仁
、
生
産
上
に
於
け
る
課
程
は
著
し
く
而
白

を
改
め
北
'
り
。
少
数
者
・
に
到
し
て
は
高
備
な
る
知
識
を
必
要
と
し
、
特
殊
の
機
械
運
持
者
仁

艶
す
る
需
妥
も
-
亦
大
な

61ι
昨
邸
宅
、
期
る
需
要
に
越
感
せ
ぎ
る
輩
は
、
従
来
の
事
業
を
棄
て
、

賃
銀
の
低
廉
な
る
事
業
に
甘
ん
性
含
る
を
仰
旬
、
本
ノ
。

然
、
宅
前
者
は
少
数
に
し
て
、
後
者
は
多
数

な
る
乙
と
を
記
憶
せ
ム
グ
る
可
か
ら
下
。

且

つ

期

の

如

く

機

械

工

業

が

特

殊

の

熟

練

を

必

要

E
ず
る
一
方
に
、
新
る
特
殊
の
議
総
を
必

要
と
せ
ぎ
る
方
腐
の
労
働
は
何
人
に
て
も
之
に
脅
る
に
難
が
ち
念
る
が
故
に
、
勢
ひ
児
童
並
仁

婦
女
の
傍
働
に
就
く
者
の
教
を
増
加
し
、
此
欧
州
よ
ら
機
械
の
改
陵
、
商
業
の
盛
衰
某
他
の
落
怖
に

依
て
、
一
度
ぴ
使
館
を
失
以
北
る
弊
働
者
を
し
て
再
度
の
就
職
を
困
難
な
ら
し
む
る
の
み
な
ら

殊

に

今

日

の

産

業

組

織

に

於

て

最

活

主
主
主
べ

4
〉

~15
二
♀
客
ど
三
五
百
hqJ
乙
l
-

を
兎

P

1
ト

y
。

白
羽
幻

u
d
mぽ
仏

hZ
討
作

?

Z

-

J

-

4

2

只

川
注
目
す
可
を
は
児
童
労
働
な
る
が
、
之
に
濁
す
る
爾
恢
委
員
の
所
設
は
期
せ
歩
し
て
一
致
し
大

郎

も

多

数

委

員

は
0
1

委

員

舎

に

於

け

る

陳

述

並

に

特

別

委

員

の

調

査

は

共

に

児

童

労

働

仁

'
h
ソ。重

ぎ
を
置
き
北
る
が
、
此
事
な
る
、
失
業
問
題
と
関
係
す
る
所
甚
だ
深
し
岨

斯
く
ね
見
童
M
労
働
の
は
躍

13 
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1，1， 

な
る
と
を
は
、
今
日
現
に
傍
働
の
効
駁
土
失
ぴ
つ
L
B

あ
る
成
年
労
働
者
い
に
職
業
を
見
出
す
事
の

代
t

り
仁
、
克
に
将
来
仁
主
て
大
な
る
失
業
問
題
を
惹
起
す
一
る
原
因
を
成
司
、
C

M

B

る
を
得
ム
グ
し
t

℃
一
五
ひ
、

(問

8
3・
5
乙

2
5少
数

委

員

ι亦
ー
奇
人
は
常
仁
失
業
者
の
地
位
が
幾
蔦
の
臼
童
労
働
者
に
奪

は
る
も
、
を
見
る
。
而
し
て
児
童
労
働
者
は
、
少
時
労
働
仁
従
事
し
、
趨
蛍
な
る
事
業
上
の
修
養
を

紋
く
を
以
て
、
他
日
失
業
宥
の
地
役
に
陥
る
は
蛍
然
に
し
て
、
此
事
セ
る
、
委
員
舎
が
大
に
憂
慮
す

る
所
な
ん
J
O

岡
山
ふ
仁
悶
民
は
失
業
者
殊
に
就
職
の
道
を
得
、
c

る

者

叉

は

就

識

不

趨

者

が

前

訟

に
光
明
み
ら
¥
叉
有
山
間
止
な
る
青
年
の
潟
に
苦
し
め
ら
れ
、
然
苦
此
込
何
年
に
野
し
(
何
等
訓
練
上
の

注

意

を

施

3

2
る
の
事
貨
を
閑
却
す
る
唱
の
に
非
芯
る
可
れ
し
と
一
五
ヘ

b
A
T勺
G
吋
寸
〈
O

一日円三
-
G
H
U
)」

成

年

勢

働

者

仁

し

て

救

救
貧
法
制
問
査
安
口
氏
曾
総
合
と
失
業
世
間
ん
題

" 

児
童
献
労
働
の
匁
め
に
成
年
労
働
者
が
如
何
な
る
影
響
を
蒙
る
や
。

設
訟
の
救
助
一
を
受
け
、
叉
は
窮
乏
委
員
舎
の
救
助
を
受
け
ん
と
す
る
者
多
を
は
、
確
に
-
克
堂
傍
働

の
競
争
を
受
く
る
の
結
集
仁
非
含
る
か
。
之
を
ふ
一
閣
に
就
て
見
る
に
、
窮
乏
委
員
舎
に
救
助
を
求

む
る
者
の
一
割
五
分
は
年
・
齢
二
十
五
歳
以
下
仁
し
て
、
一
二
十
歳
以
下
の
ー
も
の
は
共
三
分
の
一
を

占

め

グ

ラ

ス

ギ

!

仁

於

て

は

、

二

十

五

歳

以

下

の

者

以

其

の

二

割

五

分

仁

営

れ
1

り。

工

場

仁

於

け

る

児

童

始

に

米

成

年

者

の

労

働

仁

就

て

は

訴

律

上

に

巌

重

な

る

規

定

を

存

す

t
L
雄
号
、
工
場

以
外
に
於
け
る
克
-
堂
勢
働
は
日
に
其
の
多
き
を
加
ふ
る
替
の
弘
知
し
。

今

日

児

童

が

多

数

の

産
業
に
就
く
一
城
況
を
見
る
仁
、
大
都
舎
に
・
於
て
は
、
一
府
組
の
不
性
意
、
私
慾
仁
依
'
夕
、
叉
は
児
童
自
身

の
無
相
官
仁
し
て
前
一
注
予
一
蹴
ド
隠
せ
含
る
の
結
果
、
十
四
歳
に
し
て
小
肉
体
ア
絞
を
去
る
や
、
胞
も
仁
職
業

に
就
を
、
然
活
一
意
一
安
侠
を
得
る
に
念
な
ゐ
、
徒
弟
と
し
て
低
廉
な
る
賃
銀
を
得
る
を
以
て
泌
足

せ
歩
、
往
々
に
し
て
前
訟
の
盟
少
な
か
己
事
業
に
投
歩
る
を
常
と
し
、
現
に
先
輩
の
七
割
乃
五
八
割

は
不
熟
練
'
な
る
職
業

K
就
く
正
一
五
ふ
。

此
積
の
事
業
に
」
成
く
E
f
¥

ず
ぶ
活
‘
其
締
法
・
仇
/
で
、
の
期
間
は
徒
治
せ
ら
る
も
ち
唱
の
仁
し
て
、
母
絞
仁
問
的

r
り
士
る
常
時
訓
練
の
掛
何
十
や
殿
な
I

り
し
仁
反
し
て
、
放
縦
の
生
活
を
銭
ず
に
、
於
て
綜
、
自
然
粗
雑
な

る
持
働
に
就
く
の
外
に
遣
な
ぎ
に
至
る
・
宅
亦
経
ひ
に
足
ら
才
る
な
ん
/
。
獄
仁
徐
敦
の
如
を
大
都

合
に
於
て
は
一
一
使
丁
、
午
札
配
迷
、
新
問
責
子
、
携
荷
犬
等
児
童
の
就
〈
可
き
職
業
多
し
と
航
、
号
、
期
る

職

業

に

従

び

文

れ

ば

tf-
〈
h

業

向

に

得

る

訓

練

は

何

等

の

用

を

然

す

退

の

に

非

公

る

の

み

か

、

却

防
て
立
〈
の
後
熟
練
・
を
裂
す
る
事
業
の
徒
弟
と
翁
'
り
、
叉

て
従
業
中
仁
健
康
を
持
し
、
又
道
徳
上
に
宅
面
白
か
ら
ま
る
結
果
を
生
、
村
」
'
S
る
を
得
歩
。

窃
線
、
拐
帯
等
の
犯
人
に
し
て
、
砂
日
て
念
上
の
持
働
に
従
事
し
セ
る
者
多
を
が
'
知
念
、
此
の
一
殺
を
費

現

に

15 

説
ず
る
唱
の
と
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一
お
ふ
可
し
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1
・
失
業
問
題

此
の
問
題
、
党
る
、
敢
て
工
場
探
働
と
閥
係
を
有
せ
な
る
が
如
く
な
れ
ど
号
、 一六

16 

然
、
活
鬼
章
、
が
…
訓
練

を
経
や
ノ
し
て
、
上
誌
の
職
業
下
就
念
、
成
長
の
後
ま
で

一

身

に

何

等

の

素

養

を

得
カ
パ
」
る
は
、
印
も
他

日

に

歪

で

失

業

問

題

を

惹

起

す

る

索

凶

を

成

ナ

・

5
の
と
一
誌
は
も
d

る
一
吋

h
v
A
ホ
J
O

叉

工

業

仁

就

F

h

p
〉、

1
u
h色
、
j

土
寸
ド
L
M

こ

く
d
L
Fフ」」

H
A
O
~
n
f
u
の

み

越

す

る

種

類

の

卒

業

に

の
み
従
事
し
ー
成
長
の
後

に

失

業

の

巳

ひ

を

得
、
パ
」
ザ
，
心
仁
否
一
る
も
の
あ
よ
り
。

}1! 

一
中
一
一
向
を
裂
す
る
ほ
、
近
時
郵
便
局
呉
他
の
官
署
に
於
て
鬼
童

を
使
役
す
る
者
甚
だ
多
く
、
年
々
増
加
の
傾
ゐ

bIζ
脱
毛
~
成
長
後
何
等
の
素
養
な
ぎ
傍
働
考
乞

仁
し
て
、
失
業
問
題
に
虞
ず
る
際
仁
川
刷
、
政
府
に
於
て
先
づ
斯
る
兇

作

る

の

一
原
因
l
L
鋳

る

も

の

童
労
働
の
窓
口

mm
を
逝
く
る
・
の
必
要
ゐ
る
乙
と
是
れ
な
I

り。

児
童
係
、
働
と
細
川
地
ん
で
失
業
問
題
に
関
係
み
る
は
捻
人
勢
働
な
ら
。
悦
よ

'
り
法
九
宇
治
刀
)
A
r

i
d
A
タ
ノ
タ
'JEfu
手
l

は
る
、
が
然
一
め
仁
、
議
〈
男
子
の
枇
労
働
を
減
、
ヂ
る
唱
の
に
非
安
、
男
子
は
比
較

的

問

維

な

る

事

業

仁
就
き

て
、
終
日
勿
な
る
事
業
を
婦
人
に
一
議

b
、
労
働
仁
特
殊
的
性
質
を
併
有
す
る

仁

至

ら

し

む

る

の

事
費
は
之
を
認
め
も
、
C

る
可
わ
ら
歩
兵
」
雌
昔
、
婦
人
労
働
仁
於
て
目
減
d
u
甚

し

き

弊

容

は

二

種

の

事

6 

業

よ
t
り
滋
生
す
。
第

は
夫
叉
は
尖
の
失
業
中
、
其
安
北
p
り
、
娘
文
る
者
片
拡
散
一
初

ょ・
9
永

久

就

業

の

意
な
く
、
唯
一
一
併
を
波
?
斜
め
に
、
不
法
な
る
低
率
の
賃
銀
に

て

持

働

に

就

が

ん
と
し
、
然
遺
多
少

の

校
入
あ
る
や
、
夫
一
丸
は
尖
を
し
て
自
ら
之
に
依
頼
す
る
の
傾
を
生
悼
し
む
。

第

二

児

童

を

有

す

る
寡
婦
が
児
童
一
議
官
一
行
の
佐
を
負
び
な
が
ら
、
第
働
仁
就
か
ん
と
し
、
然
活
一
方
仁
新
る
任
み
る

錦

め
品
品
目
趨
定
締
問
の
倣
労
働
を
必
ず
能
は
歩
、
不
法
な
る
賃
銀
仁

て

不

規

則

の

労

働

仁

常

ら

ん

Iし

す
る

が
p

加
を
、
婦
人
努
働
の
匁
め
い
ド
気
鋭
仁
異
常
の
低
落
を
・
蕊
し

仙
取
祉
合
仁
不
良
の
影
響
を

反
ぼ
ず
原
因
と
潟
る
吋
も
の
な
1

り。

(
攻
続
完
結
)
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敦

滞

在

中

の

お

め

校

正

の

賞

金

{

校

正

係
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